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非脱分極性筋弛緩効果残存時の中枢性片麻痺患者の健側と麻痺側の反
応差

岩崎 寛、 並木昭義、 表 圭一、表 哲夫、宮本政春、高
橋長雄、大町英世
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非脱分極性筋弛緩効果残存時の中枢性

片麻揮患者の健側と麻揮側の反応差
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とが知られており''2〕，著者らもすでに中枢性片

麻庫患者において同様の報告をしている3)．

この現象は，麻癖肢での神経・筋接合部におけ

る，いわゆるextraうunctionalacetylcholinere‐

ceptor（e-AchRと略す）の増加に起因すると考

えられている4)．しかし,非脱分極性筋弛緩効果残

存時に健肢と麻揮肢とで抗コリンエステラーゼ薬

に対する反応差やテタヌス刺激後のpost-tetanic

potentiation（PTPと略す）の増大の程度を比

較，検討した報告はみられない．

今回，著者らは，中枢性片麻揮患者において非

要旨

中枢性片麻簿患者27例に非脱分極性筋弛緩薬パンクロニウムを投与し，そ

の後の筋弛緩回復過程に抗コリンエステラーゼ薬およびテタヌス刺激を加

え，それに伴う健側と筋麻陣側のtwitchresponseの反応差について検討し

た．抗コリンエステラーゼ薬による桔抗作用は筋弛緩薬投与後に認められた

train-of-fburratio（ＴＯＦＲと略す）較差を有したまま，ほぼ逆の経過で発

現した．筋弛緩効果残存時のテタヌス刺激後のpost-tetanicpotentiationに

おけるＴＯＦＲの増大程度は健側と麻揮側とで有意差はなかった．以上の結

果より，麻簿を有する患者では筋弛緩薬投与後の健側と麻癖側とのＴＯＦＲ

較差を前もって測定しておくことにより，桔抗薬による桔抗程度の推移を麻

陣側のＴＯＦＲにても推測可能である．また，麻蝉側でのテタヌス刺激を利

用することにより健側の筋弛緩程度をより早期に予測可能と思われた．

下、

Ｉ

臨床において，非脱分極性筋弛緩薬投与後の筋

弛緩程度の評価は末梢神経刺激によるtwitchre‐

sponseを利用して行うのが一般的である．

一方，麻揮を有する患者では，この方法により

筋弛緩程度を評価するとき，健肢と麻癖肢とでは

twitchresponseの反応に差が認められ，麻淳肢

は健肢に比べて筋弛緩薬に対して抵抗性を示すこ
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